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1.　20年３月期の連結業績（平成19年４月１日～平成20年３月31日）

(1) 連結経営成績 (％表示は対前期増減率)

　 売上高 営業利益 経常利益 当期純利益
　 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

20年３月期 1,579 △3.3 △134 ― △134 ― △123 ―
19年３月期 1,632 14.4 △110 ― △112 ― △107 ―

　

　
１株当たり
当期純利益

潜在株式調整後
１株当たり
当期純利益

自己資本
当期純利益率

総資産
経常利益率

売上高
営業利益率

　 円 銭 円 銭 ％ ％ ％

20年３月期 △9 96 ― ― △6.5 △3.9 △8.5
19年３月期 △8 54 ― ― △5.0 △3.0 △6.8

(参考) 持分法投資損益 20年３月期 ―百万円 　 19年３月期 ―百万円

　

(2) 連結財政状態 　

　 総資産 純資産 自己資本比率 １株当たり純資産
　 百万円 百万円 ％ 円 銭

20年３月期 3,293 1,761 53.5 142 50

19年３月期 3,589 2,021 56.3 163 55

(参考) 自己資本 20年３月期 1,761百万円 　 19年３月期 2,021百万円

　

(3) 連結キャッシュ・フローの状況 　

　
営業活動による

キャッシュ・フロー
投資活動による

キャッシュ・フロー
財務活動による

キャッシュ・フロー
現金及び現金同等物

期末残高
　 百万円 百万円 百万円 百万円

20年３月期 △20 △77 86 138

19年３月期 △9 △24 31 150

　

2.　配当の状況

　 １株当たり配当金

(基準日) 中間期末 期末 年間

　 円 銭 円 銭 円 銭

20年３月期 　 ― 　 ― 0 00

19年３月期 　 ― 　 ― 0 00

21年３月期(予想) 　 ― 　 ― 0 00

　

3.  21年３月期の連結業績予想（平成20年４月１日～平成21年３月31日)

（％表示は、通期は対前期、第２四半期連結累計期間は対前年同四半期増減率)

　 売上高 営業利益 経常利益 当期純利益
１株当たり
当期純利益

　 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

第２四半期連結
累計期間

850 10.8 △40 ― △40 ― △15 ― △1 21

通　期 1,700 7.7 △70 ― △70 ― △45 ― △3 64

経理ＰＣ０１
新規スタンプ



4.　その他

(1) 期中における重要な子会社の異動（連結範囲の変更を伴う特定子会社の異動）　　無

　 　 　

(2) 連結財務諸表作成に係る会計処理の原則・手続、表示方法等の変更（連結財務諸表作成のための基本と

なる重要な事項の変更に記載されるもの）

①　会計基準等の改正に伴う変更　　有

②　①以外の変更　　　　　　　　　無

〔(注)　詳細は、14ページ「連結財務諸表作成のための基本となる重要な事項の変更」をご覧ください。〕

　

(3) 発行済株式数（普通株式）

　 ① 期末発行済株式数（自己株式を含む) 20年３月期 12,911,000株　19年３月期 12,911,000株

　 ② 期末自己株式数 20年３月期 549,343株　19年３月期 547,703株

(注)　１株当たり当期純利益（連結）の算定の基礎となる株式数については、23ページ「１株当たり情報」をご覧

ください。

　

(参考)　個別業績の概要

1.　20年３月期の個別業績（平成19年４月１日～平成20年３月31日）

(1) 個別経営成績 (％表示は対前期増減率)

　 売上高 営業利益 経常利益 当期純利益
　 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

20年３月期 1,579 △3.3 △132 ― △130 ― △117 ―
19年３月期 1,632 14.4 △113 ― △112 ― △111 ―

　

　 １株当たり当期純利益
潜在株式調整後

１株当たり当期純利益
　 円 銭 円 銭

20年３月期 △9 49 ― ―

19年３月期 △8 80 ― ―

　

(2) 個別財政状態

　 総資産 純資産 自己資本比率 １株当たり純資産

　 百万円 百万円 ％ 円 銭

20年３月期 3,292 1,804 54.8 145 94

19年３月期 3,589 2,058 57.3 166 51

(参考) 自己資本 20年３月期 1,804百万円 　 19年３月期 2,058百万円

　

2.  21年３月期の個別業績予想（平成20年４月１日～平成21年３月31日)

（％表示は、通期は対前期、第２四半期累計期間は対前年同四半期増減率）

　 売上高 営業利益 経常利益 当期純利益
１株当たり
当期純利益

　 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

第２四半期
累計期間

850 10.8 △42 ― △42 ― △17 ― △1 37

通　期 1,700 7.7 △74 ― △74 ― △47 ― △3 80

　
　※　業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項
　（注)上記の業績予想には、本資料の発表日現在入手可能な情報に基づく予想が含まれております。　
　当社の事業を取り巻く様々な変動要因により、実際の業績が上記数値と異なる可能性があります。

なお、通期の業績予想には、リース取引に関する会計基準(企業会計基準第13号）適用に係る影響は反映
されておりません。
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１　経営成績

(1) 経営成績に関する分析

当連結会計年度における日本経済は、企業の好調な業績にささえられ緩やかな拡大基調をたどってきた

ものの、依然として続く高価格原油に加え昨夏米国に端を発したサブプライムローン問題を引金として、

米国経済のみならず世界的な株価の低迷・円高による輸出のかげりと先行き経済の不透明性が一気に露呈

されてきました。一方、個人消費も国内政治の混迷・年金問題・株価下落等により消費マインドの低下・

停滞感をより強めております。

　このような国内経済のもとで繊維景況を振り返ると、衣料用途では郵政関連ユニフォーム・ニットブー

ムによる関連商品・アウトドア向けの高密度織物等の好調な分野も見られましたが、引き続き高水準な製

品輸入に加え、川下デフレといわれる末端需要の低迷により弱含みで推移しております。

　産業資材用途は公共事業の削減による影響は見られましたが、民需は自動車関連で普通自動車における

北米向けの好調な輸出やゴム資材関連等が堅調に推移し底堅い動きとなっております。インテリア用で

は、マンションの販売戸数が首都圏中心に低調であったことや「改正建築基準法」の施行により建築物の

着工件数が７月以降大きく減少するなど先行きが懸念されております。さらに原油価格の高騰によるコス

トアップを価格面で吸収できず国内繊維事業全体の収益を依然として圧迫し続け、当社主力のポリエステ

ル繊維市況は混迷状態から脱しきれず、厳しい経営環境が続きました。

　このような環境下で、当社グループ(当社、連結子会社)の業績は、売上高が15億79百万円と前連結会計

期間に比べ53百万円(△3.3％)の減収となり、営業損失は１億34百万円と前連結会計期間に比べ24百万円、

経常損失は１億34百万円と前連結会計期間に比べ21百万円それぞれ増加し、役員退職引当金取崩額６百万

円、法人税等調整額５百万円を計上した結果、当期純損失は１億23百万円(前連結会計期間は１億７百万

円の当期純損失）となりました。

　当社の各部門の業績は次のとおりであります。

〔紡績部門〕

　産業資材分野では、当社主力商品に育ちつつあるアラミド繊維（高機能難燃繊維）の需要が引き続き自

動車関連資材向け中心に堅調に推移しておりますが、原料タイトな状況から生産量が伸び悩んでおりま

す。また、期初から新規受注の高強力繊維の紡績糸は堅調に生産できましたが、インテリア用中心の原綿

着色糸は建築物の着工件数減の影響があり下期の受注は伸び悩みとなりました。衣料分野では、当社間接

輸出の中近東向け民族衣装の特化素材（商標名：ネスト）の複合糸を使用したブランド生地（商標名：ソ

ードフィル）は、マーケットの好調さに支えられリピート成約・新規成約増しとなっております。また一

般衣料紡績糸で好調を持続したレーヨン混紡糸は原料価格の値上がりと国内需要の中折れから減少局面に

入りました。この間、ネストを中心とした複合素材の新商品開発に注力しながら、資材用アラミド繊維の

受注拡大・コスト削減のための生産効率化・工賃改善に取り組み下期の収益に寄与したものの、調達原材

料価格の値上がりが大きくひびき通期の収益改善には至りませんでした。

〔仮撚部門〕

　ポリエステル長繊維加工糸の衣料用は、輸入糸及び二次製品の輸入定着から苦戦を強いられている中

で、スポーツ関連ではトレーニングウェアや婦人ニット用で底堅い動きが見られたほか、雑品関係の細幅

織物用２ヒーター糸の受注が堅調に推移しました。一方、産業資材では乗用車生産台数の増加により好調

なカーシート用途が、期後半より安価な輸入糸に切り替わり厳しい受注局面に陥りました。このような

中、原料メーカーの特化素材での新商品開発・生産受注に取り組んだ結果、フル生産となりましたが、調

達部品・原燃料値上がりによるコストアップを吸収できず収益低下となりました。
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(2) 財政状態に関する分析

　　①資産、負債及び純資産の状況　

　　(イ)資産

流動資産は、前連結会計年度末に比べ、3.9％減少し456百万円となりました。固定資産は前連結会計年

度末に比べ、8.9％減少し2,836百万円となりました。この主な要因は、社員寮を購入したことにより、有

形固定資産の建物及び及び構築物が34百万円、土地が22百万円それぞれ増加し、一方で減価償却費124百

万円を計上したことにより有形固定資産が51百万円の減少となり、株価の下落により投資有価証券が228

百万円減少したことによるものであります。

　この結果、総資産は前連結会計年度末に比べ、8.2％減少し3,293百万円となりました。

　　(ロ)負債

流動負債は、前連結会計年度末に比べ、3.5％増加し854百万円となり、固定負債は、繰延税金負債が97

百万円減少したことにより前連結会計年度末に比べ、8.7％減少し677百万円となりました。

　この結果、負債合計は前連結会計年度末に比べ、2.2％減少し1,532百万円となりました。

  （ハ)純資産

株主資本合計は、当期純損失123百万円を計上したことにより、前連結会計年度末に比べ、9.2％減少し

1,216百万円となりました。評価・換算差額等合計は、その他有価証券評価差額金が137百万円減少したこ

とにより、20.1％減少し544百万円となりました。

　この結果、純資産合計は前連結会計年度末に比べ、12.9％減少し1,761百万円となりました。

　　②キャッシュ・フローの状況

当連結会計年度末における現金及び現金同等物(以下「資金」という)は、前連結会計年度末に比べ、12

百万円減少し138百万円となりました。

　当連結会計年度における各キャッシュ・フローの状況とそれらの要因は以下のとおりであります。

(イ)営業活動によるキャッシュ・フロー

当連結会計年度における営業活動による資金の減少は20百万円となりました。これは、税金等調整前当

期純損失が128百万円であったことによるものであります。

　　(ロ)投資活動によるキャッシュ・フロー

当連結会計年度における投資活動による資金の減少は77百万円となりました。これは、有形固定資産の

取得によるものであります。

　　(ハ)財務活動によるキャッシュ・フロー

当連結会計年度における財務活動による資金の増加は86百万円となりました。これは、短期借入金60百

万円と長期借入金100百万円の資金の増加があった一方で、長期借入金の返済による支出が73百万円あっ

たことによるものであります。

(参考)　キャッシュ・フロー関連指標の推移

　

　 平成16年３月期 平成17年３月期 平成18年３月期 平成19年３月期 平成20年３月期

自己資本比率 36.8 59.8 57.7 56.3 53.5

時価ベースの自己資本比率 11.5 16.8 23.0 18.9 13.7

キャッシュ・フロー対有利子
負債比率

― ― 21,351.3 ― ―

インタレスト・カバレッジ・
レシオ

― ― 0.2 ― ―
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(3）利益配分に関する基本方針及び当期・次期の配当

当社では、安定した配当の維持を基本とし、将来の事業展開に備え内部留保の充実を図りつつ、業績及

び今後の見通しなどを総合的に勘案し、配当を行うことを基本方針としております。

　全社・全グループ会社一丸となって業績の早期回復と向上に取り組んでおりますが、当期配当金につき

ましては、当期業績並びに今後の見通しなどを勘案した結果、誠に遺憾ながら見送らせていただきまし

た。

　

(4) 事業等のリスク

当社は改善のきざしがあるものの継続して経営赤字の計上を余儀なくされており、黒字転換が喫緊の最

重要課題であると認識している中で、経営成績、株価及び財務状況等に影響を及ぼす可能性があるリスク

には、以下のものがあります。

　(1)繊維市況の低迷、国内マーケットの縮小に伴い、販売先からの受注量が発注する会社の判断により、

漸減する可能性があります。

　(2)間接輸出の中近東向け民族衣装のトーブは、地域の政情不安、為替変動、原油高騰によるコスト高、

他社商品との品質・価格競争により減少する可能性があります。

　(3)商品開発は、他社との競争に勝つため不可欠な活動でありますが、市場の評価を仰ぐものであるた

め、タイムリーかつ正確な判断はできません。

　(4)当社株式の月間平均上場時価総額及び月末上場時価総額が10億円未満となり、９ヶ月以内に10億円

以上とならず、東京証券取引所から上場廃止になる可能性があります。

　なお、文中おける将来に関する事項は、当連結会計期間末において判断したものであります。

　

２　企業集団の状況

　　　最近の有価証券報告書(平成19年６月29日提出)における「事業系統図(事業の内容)」及び「関係会社の

状況」から重要な変更はありませんので開示を省略しております。
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３　経営方針

(1) 会社の経営の基本方針

平成18年３月期　決算短信(平成18年５月18日開示)により開示を行った内容から、重要な変更がありま

せんので、開示を省略しております。

　当該決算短信は、次のＵＲＬからご覧いただくことができます。

　(東京証券取引所ホームページ(上場会社情報検索ページ))

http：//www.tse.or.jp/listing/compsearch/index.html

(2) 目標とする経営指標

 当社は、経営利益を黒字化させ恒常的な利益体質の確立を目標とし、収益改善の諸施策に取り組んで

まいります。

(3) 中長期的な会社の経営戦略

繊維業界とりわけポリエステル市況は、中国・東南アジアの安価な製品に押され長期の低迷状態におか

れている中で、原油価格の高騰が国内製造の圧迫要因となりさらに混迷度を深めており、当社の経営環境

に一層の厳しさを増しております。

　当社の経営課題はコスト削減・効率化諸施策の弛みない実行は言うまでもないところではありますが、

定番品製造からの脱却、高付加価値商品の開発・販売拡大が喫緊の課題です。特に資材分野に対する生

産・販売を原糸メーカーと共に強固に取り組み、安全・環境・軽量化・リサイクルのニーズに対応できる

機能素材を主力に位置付け、高品位・高機能製品の供給を一層加速させてまいります。

　高度な紡績技術をもっての新商品開発及び販売先の開拓・業務拡大が収益拡大に結ぶつくものと確信い

たしております。当社挙げて収益改善の諸施策を間断なく推し進め、企業価値を高めるため邁進いたしま

す。

(4) 会社の対処すべき課題

国内のポリエステル繊維市況は、中国・東南アジアの安価な製品に押され続け長期の低迷状態に置かれ

ております。加えるに原油価格の高騰・円高攻勢にさらされ、ポリエステル主力の当社経営に一層の厳し

さが増しております。

　当社は、①高機能紡績糸の生産比率を高める、②たゆまない生産効率化・合理化の追求、③営業販売力

強化が当社の収益改善に対し喫緊の課題です。

　当社は東証・大証各２部に上場しておりますが、昨秋11月に株式時価総額が10億円未満となり東京証券

取引所の上場廃止基準（大阪証券取引所は５億円）に抵触し、期末現在東証２部上場廃止猶予期間中であ

ります。株主の皆様に多大な不明感・不安感を与えましたことにつきまして衷心よりお詫び申し上げま

す。当社挙げて収益改善のための上記諸施策を推し進め企業価値を高めるよう全力で邁進いたしますの

で、一層のご理解・ご支援を賜りますようお願い申し上げます。
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４　連結財務諸表

(1) 連結貸借対照表

　

　 　
前連結会計年度

(平成19年３月31日)

当連結会計年度

(平成20年３月31日)
対前年比

区分
注記

番号
金額(千円)

構成比

(％)
金額(千円)

構成比

(％)
増減(千円)

(資産の部) 　 　 　 　 　 　 　 　

Ⅰ　流動資産 　 　 　 　 　 　 　 　

　１　現金及び預金 　 　 150,626 　 　 138,410 　 △ 12,216

　２　受取手形及び売掛金 　 　 216,397 　 　 176,856 　 △ 39,540

　３　たな卸資産 　 　 101,241 　 　 126,446 　 25,204

　４　その他 　 　 7,444 　 　 15,237 　 7,792

　　　流動資産合計 　 　 475,710 13.3 　 456,950 13.9 △ 18,759

Ⅱ　固定資産 　 　 　 　 　 　 　 　

　１　有形固定資産 ※１ 　 　 　 　 　 　 　

　　(1) 建物及び構築物 　 2,034,292 　 　 2,068,552 　 　 　

　　　　減価償却累計額 　 955,904 1,078,388 　 1,005,036 1,063,516 　 △ 14,872

　　(2) 機械装置及び運搬具 　 2,679,133 　 　 2,692,609 　 　 　

　　　　減価償却累計額 　 2,299,213 379,919 　 2,370,649 321,959 　 △ 57,959

　　(3) 土地 ※１ 　 954,662 　 　 976,896 　 22,233

　　(4) その他 　 92,899 　 　 94,175 　 　 　

　　　　減価償却累計額 　 84,029 8,869 　 86,484 7,690 　 △ 1,178

　　　有形固定資産合計 　 　 2,421,840 67.5 　 2,370,063 72.0 △ 51,777

　２　無形固定資産 　 　 　 　 　 　 　 　

    (1) ソフトウェア 　 　 1,230 　 　 959 　 △ 271

　　(2) 施設利用権 　 　 807 　 　 807 　 ―

　　　無形固定資産合計 　 　 2,038 0.1 　 1,766 0.1 △ 271

　３　投資その他の資産 　 　 　 　 　 　 　 　

　　(1) 投資有価証券 ※１ 　 679,825 　 　 451,351 　 △ 228,474

　　(2) その他 　 　 11,550 　 　 13,449 　 1,899

　　(3) 貸倒引当金 　 　 △ 1,080 　 　 ― 　 1,080

　　　投資その他の資産合計 　 　 690,295 19.2 　 464,800 14.1 △ 225,495

　　　固定資産合計 　 　 3,114,174 86.7 　 2,836,630 86.1 △ 277,543

　　　資産合計 　 　 3,589,885 100.0 　 3,293,581 100.0 △ 296,303
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前連結会計年度

(平成19年３月31日)

当連結会計年度

(平成20年３月31日)
対前年比

区分
注記

番号
金額(千円)

構成比

(％)
金額(千円)

構成比

(％)
増減(千円)

(負債の部) 　 　 　 　 　 　 　 　

Ⅰ　流動負債 　 　 　 　 　 　 　 　

　１　支払手形及び買掛金 　 　 115,205 　 　 110,398 　 △ 4,806

　２　短期借入金 ※１ 　 603,264 　 　 658,114 　 54,850

　３　未払法人税等 　 　 500 　 　 1,248 　 748

　４　賞与引当金 　 　 19,745 　 　 19,130 　 △ 615

　５　その他 　 　 87,345 　 　 66,051 　 △ 21,294

　　　流動負債合計 　 　 826,060 23.0 　 854,942 26.0 28,881

Ⅱ　固定負債 　 　 　 　 　 　 　 　

　１　長期借入金 ※１ 　 96,666 　 　 128,216 　 31,550

　２　繰延税金負債 　 　 254,910 　 　 157,869 　 △ 97,040

　３　再評価に係る

　　　繰延税金負債
　 　 327,789 　 　 327,789 　 ―

　４　退職給付引当金 　 　 15,680 　 　 22,515 　 6,835

　５　役員退職引当金 　 　 46,788 　 　 40,689 　 △ 6,099

　　　固定負債合計 　 　 741,835 20.7 　 677,079 20.6 △ 64,755

　　　負債合計 　 　 1,567,895 43.7 　 1,532,022 46.5 △ 35,873

(純資産の部) 　 　 　 　 　 　 　 　

Ⅰ　株主資本 　 　 　 　 　 　 　 　

　１　資本金 　 　 714,000 19.9 　 714,000 21.7 ―

　２　資本剰余金 　 　 1,257 0.0 　 1,257 0.0 ―

　３　利益剰余金 　 　 682,041 19.0 　 558,812 17.0 △ 123,229

　４　自己株式 　 　 △ 57,013 △ 1.6 　 △ 57,129 △ 1.7 △ 116

　　　株主資本合計 　 　 1,340,285 37.3 　 1,216,939 36.9 △ 123,345

Ⅱ　評価・換算差額等 　 　 　 　 　 　 　 　

　１　その他有価証券評価

　　　差額金
　 　 211,553 5.9 　 74,468 2.3 △ 137,084

　２　土地再評価差額金 　 　 470,150 13.1 　 470,150 14.3 ―

　　　評価・換算差額等合計 　 　 681,703 19.0 　 544,619 16.5 △ 137,084

　　　純資産合計 　 　 2,021,989 56.3 　 1,761,559 53.5 △ 260,430

　　　負債純資産合計 　 　 3,589,885 100.0 　 3,293,581 100.0 △ 296,303
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(2) 連結損益計算書

　

　 　

前連結会計年度

(自　平成18年４月１日

　至　平成19年３月31日)

当連結会計年度

(自　平成19年４月１日

　至　平成20年３月31日)

対前年比

区分
注記

番号
金額(千円)

百分比

(％)
金額(千円)

百分比

(％)
増減(千円)

Ⅰ　売上高 　 　 1,632,716 100.0 　 1,579,040 100.0 △ 53,675

Ⅱ　売上原価 　 　 1,553,905 95.2 　 1,523,851 96.5 △ 30,053

　　　売上総利益 　 　 78,811 4.8 　 55,188 3.5 △ 23,622

Ⅲ　販売費及び一般管理費 ※１ 　 　 　 　 　 　 　

　１　発送運賃及び保管料 　 43,459 　 　 45,456 　 　 　

　２　役員報酬 　 25,009 　 　 25,609 　 　 　

　３　給料手当 　 63,023 　 　 57,281 　 　 　

　４　その他 　 57,766 189,258 11.6 61,711 190,058 12.0 799

　　　営業損失 　 　 110,447 △ 6.8 　 134,869 △ 8.5 24,422

Ⅳ　営業外収益 　 　 　 　 　 　 　 　

　１　受取利息 　 150 　 　 354 　 　 　

　２　受取配当金 　 7,150 　 　 9,162 　 　 　

　３　その他 　 14,167 21,468 1.3 17,947 27,465 1.7 5,996

Ⅴ　営業外費用 　 　 　 　 　 　 　 　

　１　支払利息 　 16,400 　 　 22,208 　 　 　

　２　その他 　 7,047 23,447 1.4 4,801 27,009 1.7 3,562

　　　経常損失 　 　 112,426 △ 6.9 　 134,414 △ 8.5 21,988

Ⅵ　特別利益 　 　 　 　 　 　 　 　

　１　役員退職引当金取崩 　 ― 　 　 6,099 　 　 　

　２　貸倒引当金戻入益 　 47,386 47,386 2.9 ― 6,099 0.4 △ 41,287

Ⅶ　特別損失 　 　 　 　 　 　 　 　

　１　投資有価証券評価損 　 47,386 　 　 ― 　 　 　

　２　固定資産処分損 　 ― 47,386 2.9 57 57 0.0 △ 47,329

　　　税金等調整前

　　　当期純損失
　 　 112,426 △ 6.9 　 128,371 △ 8.1 15,945

　　　法人税、住民税

　　　及び事業税
　 500 　 　 508 　 　 　

　　　法人税等調整額 　 △ 5,790 △ 5,290 △ 0.3 △ 5,651 △ 5,142 △ 0.3 148

　　　当期純損失 　 　 107,135 △ 6.6 　 123,229 △ 7.8 16,094
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(3) 連結株主資本等変動計算書

前連結会計年度(自　平成18年４月１日　至　平成19年３月31日)

　
株主資本

資本金 資本剰余金 利益剰余金 自己株式 株主資本合計

平成18年３月31日残高(千円) 714,000 1,257 789,176 △ 56,862 1,447,571

連結会計年度中の変動額 　 　 　 　 　

　当期純損失 　 　 △ 107,135 　 △ 107,135

　自己株式の取得 　 　 　 △ 150 △ 150

　株主資本以外の項目の
　連結会計年度中の変動額(純額)

　 　 　 　 ―

連結会計年度中の変動額合計
(千円)

― ― △ 107,135 △ 150 △ 107,285

平成19年３月31日残高(千円) 714,000 1,257 682,041 △ 57,013 1,340,285

　

　

評価・換算差額等

純資産合計その他
有価証券
評価差額金

土地再評価
差額金

評価・換算
差額等合計

平成18年３月31日残高(千円) 312,591 470,150 782,741 2,230,313

連結会計年度中の変動額 　 　 　 　

　当期純損失 　 　 ― △ 107,135

　自己株式の取得 　 　 ― △ 150

　株主資本以外の項目の
　連結会計年度中の変動額(純額)

△ 101,037 　 △ 101,037 △ 101,037

連結会計年度中の変動額合計
(千円)

△ 101,037 ― △ 101,037 △ 208,323

平成19年３月31日残高(千円) 211,553 470,150 681,703 2,021,989
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当連結会計年度(自　平成19年４月１日　至　平成20年３月31日)

　

　
株主資本

資本金 資本剰余金 利益剰余金 自己株式 株主資本合計

平成19年３月31日残高(千円) 714,000 1,257 682,041 △ 57,013 1,340,285

連結会計年度中の変動額 　 　 　 　 　

　当期純損失 　 　 △ 123,229 　 △ 123,229

　自己株式の取得 　 　 　 △ 116 △ 116

　株主資本以外の項目の
　連結会計年度中の変動額(純額)

　 　 　 　 ―

連結会計年度中の変動額合計
(千円)

― ― △ 123,229 △ 116 △ 123,345

平成20年３月31日残高(千円) 714,000 1,257 558,812 △ 57,129 1,216,939

　

　

評価・換算差額等

純資産合計その他
有価証券
評価差額金

土地再評価
差額金

評価・換算
差額等合計

平成19年３月31日残高(千円) 211,553 470,150 681,703 2,021,989

連結会計年度中の変動額 　 　 　 　

　当期純損失 　 　 ― △ 123,229

　自己株式の取得 　 　 ― △ 116

　株主資本以外の項目の
　連結会計年度中の変動額(純額)

△ 137,084 　 △ 137,084 △ 137,084

連結会計年度中の変動額合計
(千円)

△ 137,084 ― △ 137,084 △ 260,430

平成20年３月31日残高(千円) 74,468 470,150 544,619 1,761,559
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(4) 連結キャッシュ・フロー計算書

　

　 　

前連結会計年度

(自　平成18年４月１日

　至　平成19年３月31日)

当連結会計年度

(自　平成19年４月１日

　至　平成20年３月31日)

対前年比

区分
注記

番号
金額(千円) 金額(千円) 増減(千円)

Ⅰ　営業活動によるキャッシュ・フロー 　 　 　 　

　　　税金等調整前当期純損失(△) 　 △ 112,426 △ 128,371 △ 15,945

　　　減価償却費 　 131,685 124,387 △ 7,297

　　　賞与引当金の減少額 　 △ 16 △ 615 △ 599

　　　退職給付引当金の増加額 　 2,245 6,835 4,590

　　　受取利息及び受取配当金 　 △ 7,301 △ 9,517 △ 2,216

　　　支払利息 　 16,400 22,208 5,808

　　　投資有価証券評価損 　 47,386 ― △ 47,386

　　　売上債権の増減額(増加：△) 　 △ 33,500 39,540 73,041

　　　棚卸資産の増減額(増加：△) 　 19,299 △ 25,204 △ 44,504

　　　未収入金の増減額(増加：△) 　 9,657 △ 4,437 △ 14,094

　　　仕入債務の減少額 　 △ 40,528 △ 4,806 35,721

　　　貸倒引当金の減少額 　 △ 54,754 ― 54,754

　　　その他 　 22,048 △ 27,446 △ 49,494

　　　　小計 　 195 △ 7,428 △ 7,623

　　　利息及び配当金の受取額 　 7,301 9,517 2,216

　　　利息の支払額 　 △ 16,414 △ 22,212 △ 5,797

　　　法人税等の支払額 　 △ 829 △ 500 329

　　　営業活動によるキャッシュ・フロー 　 △ 9,747 △ 20,623 △ 10,875

Ⅱ　投資活動によるキャッシュ・フロー 　 　 　 　

　　　投資有価証券の取得による支出 　 △ 6,015 ― 6,015

　　　有形固定資産の取得による支出 　 △ 22,593 △ 77,876 △ 55,283

　　　その他 　 3,840 ― △ 3,840

　　　投資活動によるキャッシュ・フロー 　 △ 24,768 △ 77,876 △ 53,108

Ⅲ　財務活動によるキャッシュ・フロー 　 　 　 　

　　　短期借入金の純増加額 　 ― 60,000 60,000

　　　長期借入れによる収入 　 80,000 100,000 20,000

　　　長期借入金の返済による支出 　 △ 48,194 △ 73,600 △ 25,406

　　　自己株式の取得による支出 　 △ 150 △ 116 34

　　　財務活動によるキャッシュ・フロー 　 31,655 86,283 54,628

Ⅳ　現金及び現金同等物の減少額 　 △ 2,860 △ 12,216 △ 9,355

Ⅴ　現金及び現金同等物の期首残高 　 153,487 150,626 △ 2,860

Ⅵ　現金及び現金同等物の期末残高 ※１ 150,626 138,410 △ 12,216
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(5)継続企業の前提に重要な疑義を抱かせる事象又は状況

　

前連結会計年度　　
(自　平成18年４月１日
  至　平成19年３月31日)

　
当連結会計年度　　

(自　平成19年４月１日
  至　平成20年３月31日)

　

―――――――
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

当社グループは継続的に営業損失を計上し、当

連結会計年度においても134,869千円の営業損失を

計上しております。また、営業キャッシュ・フロ

ーも前連結会計年度に引き続き20,623千円のマイ

ナスとなっております。こうした状況から当社グ

ループには継続企業の前提に関する重要な疑義が

存在しております。

　当社グループと致しましてはアラミド糸やポリ

エステル複合特化糸の開発・生産に注力し、不採

算商品を縮小することにより高付加価値糸の生産

比率を高めるとともに、生産体制の見直し、不必

要な資産の売却等を検討し固定費の削減に努める

ことにより企業の収益力を強化し、業績回復を図

ってまいります。

　連結財務諸表は継続企業を前提として作成され

ており、上記のような重要な疑義の影響を連結財

務諸表には反映しておりません。
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(6) 連結財務諸表作成のための基本となる重要な事項

　

　
前連結会計年度

(自　平成18年４月１日
至　平成19年３月31日)

当連結会計年度
(自　平成19年４月１日
至　平成20年３月31日)

１　連結の範囲に関する事項 連結子会社の数　　　　　　　２社

連結子会社名

　㈱リック・コーポレーション

　キタボー興産㈱

　同左

２　持分法の適用に関する事

項

(イ)持分法適用の関連会社数　１社

会社名

承徳帝賢北日本紡績有限公司

　同左

　 (ロ)持分法適用会社の承徳帝賢北日本

紡績は、決算日が連結決算日と異

なるため、事業年度に係る財務諸

表を使用しております。

　

３　連結子会社の事業年度等

に関する事項

連結子会社２社とも連結決算日と一

致しております。

同左

４　会計処理基準に関する事

項

(イ)重要な資産の評価基準及び評価方

法

①　有価証券

その他有価証券

時価のあるもの

…決算期末日の市場価格等に基

づく時価法(評価差額は全部純資

産直入法により処理し、売却原

価は主として移動平均法により

算定)によっております。

(イ)重要な資産の評価基準及び評価方

法

①　有価証券

その他有価証券

時価のあるもの

同左

時価のないもの

…移動平均法による原価法によ

っております。

時価のないもの

同左

　 ②　たな卸資産

…製品、原材料及び仕掛品は月

次総平均法、貯蔵品は移動平均

法に基づく原価法によっており

ます。

②　たな卸資産

同左
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前連結会計年度

(自　平成18年４月１日
至　平成19年３月31日)

当連結会計年度
(自　平成19年４月１日
至　平成20年３月31日)

　 (ロ)重要な減価償却資産の減価償却の

方法

①　有形固定資産

…当社松任工場は定額法、その

他は定率法を採用しており、連

結子会社は定率法を採用してお

ります。

なお、主な耐用年数は以下のと

おりであります。

建物及び構築物 ８～60年

機械装置及び運搬具 ５～10年

(ロ)重要な減価償却資産の減価償却の

方法

①　有形固定資産

当社松任工場は定額法、その

他は定率法を採用しており、連

結子会社は定率法を採用してお

ります。

なお、主な耐用年数は以下のと

おりであります。

建物及び構築物 ８～60年

機械装置及び運搬具 ５～10年

  （会計方針の変更)

法人税法の改正((所得税法等の

一部を改正する法律　平成19年３

月30日　法律第６号)及び(法人税

法施行令の一部を改正する政令　

平成19年３月30日　政令第83号))

に伴い、平成19年４月１日以降に

取得したものについては、改正後

の法人税法に基づく減価償却の方

法に変更しております。

なお、これによる当連結会計年

度の損益に与える影響は軽微であ

ります。

  （追加情報)

なお、平成19年３月31日以前に

取得したものについては、償却可

能限度額まで償却が終了した翌年

から取得価額の５％相当額と備忘

価額との差額を５年間で均等償却

しております。

当該変更に伴い売上総利益が

20,719千円減少し、営業損失、経

常損失、税金等調整前当期純損失

が20,730千円それぞれ増加してお

ります。

　 ②　無形固定資産

定額法を採用しております。な

お、自社利用のソフトウエアにつ

いては、社内における利用可能期

間(５年)に基づいております。

②　無形固定資産

同左
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前連結会計年度

(自　平成18年４月１日
至　平成19年３月31日)

当連結会計年度
(自　平成19年４月１日
至　平成20年３月31日)

　 (ハ)重要な引当金の計上基準

①　貸倒引当金

期末現在の売掛債権その他の債

権額等に対し、債権内容その他相

手先の財政状態により、合理的に

見積もった額を計上しておりま

す。

(ハ)重要な引当金の計上基準

①　貸倒引当金

同左

　 ②　賞与引当金

従業員賞与の支出に充てるた

め、支給見込額により計上してお

ります。

②　賞与引当金

同左

　 ③　退職給付引当金

従業員の退職給付に備えるた

め、当連結会計年度における退職

給付債務の見込額を計上しており

ます。

なお、連結子会社の㈱リック・

コーポレーションについては、退

職金制度がないため、退職給付引

当金はありません。

③　退職給付引当金

同左

　 ④　役員退職引当金

役員の退職金の支出に備えるた

め、内規に基づく基準相当額を計

上しております。なお、第80期よ

り繰入は凍結しております。

④　役員退職引当金

同左

　 (ニ)重要なリース取引の処理方法

リース物件の所有権が、借主に

移転すると認められるもの以外の

ファイナンス・リース取引につい

ては、通常の賃貸借取引に準じた

会計処理によっております。

(ニ)重要なリース取引の処理方法

同左

　 (ホ)その他連結財務諸表作成のための

重要な事項

①　消費税等の会計処理

消費税等の会計処理は税抜き方

式によっております。

(ホ)その他連結財務諸表作成のための

重要な事項

①　消費税等の会計処理

同左

５　連結子会社の資産及び負

債の評価に関する事項

連結子会社の資産及び負債の評価に

ついては、全面時価評価法を採用して

おります。

同左

６　のれん及び負ののれんの

償却に関する事項

のれん及び負ののれんの償却につい

ては、重要性が乏しいため、発生時に

一括償却しております。

同左

７　連結キャッシュ・フロー

計算書における資金の範

囲

連結キャッシュ・フロー計算書にお

ける資金(現金及び現金同等物)は、手

許現金、随時引き出し可能な預金及び

容易に換金可能であり、かつ、価値の

変動について僅少なリスクしか負わな

い取得日から３ヶ月以内に償還期限の

到来する短期投資からなっておりま

す。

同左
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(7) 連結財務諸表作成のための基本となる重要な事項の変更

　

前連結会計年度

(自　平成18年４月１日

　至　平成19年３月31日)

当連結会計年度

(自　平成19年４月１日

　至　平成20年３月31日)

(貸借対照表の純資産の部の表示に関する会計基準

等)

当連結会計年度から「貸借対照表の純資産の部の

表示に関する会計基準」（企業会計基準委員会平成

17年12月９日　企業会計基準第５号)及び「貸借対照

表の純資産の部の表示に関する会計基準等の適用指

針」(企業会計基準委員会平成17年12月９日　企業会

計基準適用指針第８号)を適用しております。

　これによる損益に与える影響はありません。

　なお、従来の「資本の部」の合計に相当する金額

は、2,021,989千円であります。

　連結財務諸表規則の改正により、当連結会計年度

における連結財務諸表は、改正後の連結財務諸表規

則により作成しております。

　　

―――――――
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(7) 連結財務諸表に関する注記事項

(連結貸借対照表関係)

　
前連結会計年度

(平成19年３月31日)
当連結会計年度

(平成20年３月31日)

※１　有形固定資産及び有価証券の担保提供の状況

担保差入資産
金額
(千円)

担保付債務
(千円)

投資有価証券 311,200 １年以内に返済
する長期借入金　 　

建物 798,232 60,264
　 　 長期借入金
土地 769,422 96,666
　 　 短期借入金
　 　 543,000

計 1,878,855 699,930
　

※１　有形固定資産及び有価証券の担保提供の状況

担保差入資産
金額
(千円)

担保付債務
(千円)

投資有価証券 188,800 １年以内に返済
する長期借入金　 　

建物 765,143 55,114
　 　 長期借入金
土地 769,422 128,216
　 　 短期借入金
　 　 603,000

計 1,723,366 786,330
　

　 　

　

　 　

　

土地の再評価に関する法律(平成10年３月31日公布法律

第34号)に基づき事業用の土地の再評価を行い、土地再評

価差額金を純資産の部に計上しております。

土地の再評価に関する法律(平成10年３月31日公布法律

第34号)に基づき事業用の土地の再評価を行い、土地再評

価差額金を純資産の部に計上しております。

　 　

・再評価の方法

…土地の再評価に関する法律施行令(平成10年３月31

日公布政令第119号)第２条第３号に定める地方税法

第341条第10号の土地課税台帳に登録されている価額

及び地方税法第16条に規定する地価税の課税価格の

計算の基礎となる土地の価額を算定するために国税

庁長官が定めて公布した方法により算定した価額に

合理的な調整を行っております。

・再評価の方法

…土地の再評価に関する法律施行令(平成10年３月31

日公布政令第119号)第２条第３号に定める地方税法

第341条第10号の土地課税台帳に登録されている価額

及び地方税法第16条に規定する地価税の課税価格の

計算の基礎となる土地の価額を算定するために国税

庁長官が定めて公布した方法により算定した価額に

合理的な調整を行っております。

　 　

・再評価を行った年月日　　　　…平成12年３月31日 ・再評価を行った年月日　　　　…平成12年３月31日

　 　

・再評価を行った土地の当期末における時価と再評価

　後の帳簿価額との差額　　　　　 …△141,167千円

・再評価を行った土地の当期末における時価と再評価

　後の帳簿価額との差額　　　　　 …△152,616千円
　
　

　

(連結損益計算書関係)

　
前連結会計年度

(自　平成18年４月１日
至　平成19年３月31日)

当連結会計年度
(自　平成19年４月１日
至　平成20年３月31日)

※１　販売費及び一般管理費に含まれる研究開発費

　 24,125千円

※１　販売費及び一般管理費に含まれる研究開発費

　 17,853千円
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(連結株主資本等変動計算書関係)

前連結会計年度(自　平成18年４月１日　至　平成19年３月31日）

１　発行済株式の種類及び総数並びに自己株式の種類及び株式数に関する事項

　 前連結会計年度 当連結会計年度 当連結会計年度 当連結会計年度末

　 株式数(千株) 増加株式数(千株) 減少株式数(千株) 株式数(千株)

発行済株式 　 　 　 　

普通株式 12,911 ― ― 12,911

合計 12,911 ― ― 12,911

自己株式 　 　 　 　

普通株式 546 1 ― 547

合計 546 1 ― 547
　

　(注)普通株式の自己株式の株式数の増加１千株は、単元未満株式の買取りによるものであります。

　

２　新株予約権及び自己新株予約権に関する事項

　　　　該当事項はありません。
　

３　配当に関する事項　

　　　　該当事項はありません。
　

　

当連結会計年度(自　平成19年４月１日　至　平成20年３月31日）

１　発行済株式の種類及び総数並びに自己株式の種類及び株式数に関する事項

　 前連結会計年度 当連結会計年度 当連結会計年度 当連結会計年度末

　 株式数(千株) 増加株式数(千株) 減少株式数(千株) 株式数(千株)

発行済株式 　 　 　 　

普通株式 12,911 ― ― 12,911

合計 12,911 ― ― 12,911

自己株式 　 　 　 　

普通株式 547 １ ― 549

合計 547 １ ― 549
　

　(注)普通株式の自己株式の株式数の増加１千株は、単元未満株式の買取による増加であります。
　
　

２　新株予約権及び自己新株予約権に関する事項

　　　　該当事項はありません。
　

３　配当に関する事項　

　　　　該当事項はありません。
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(連結キャッシュ・フロー計算書関係)

　
前連結会計年度

(自　平成18年４月１日
至　平成19年３月31日)

当連結会計年度
(自　平成19年４月１日
至　平成20年３月31日)

※１ 現金及び現金同等物の期末残高と連結貸借対照表に

掲記されている科目の金額との関係

　

現金及び預金勘定 150,626千円

預入期間が３ヶ月を
超える定期預金

―　

現金及び現金同等物 150,626　

※１ 現金及び現金同等物の期末残高と連結貸借対照表に

掲記されている科目の金額との関係

　

現金及び預金勘定 138,410千円

預入期間が３ヶ月を
超える定期預金

―　

現金及び現金同等物 138,410　

　

　

(セグメント情報)

１　事業の種類別セグメント情報

前連結会計年度(自　平成18年４月１日　至　平成19年３月31日)及び

当連結会計年度(自　平成19年４月１日　至　平成20年３月31日)

製品の種類、性質、製造方法、販売市場等が類似しているために単一セグメントとし、事業の種類別

セグメント情報の記載を省略しております。

　

　

２　所在地別セグメント情報

前連結会計年度(自　平成18年４月１日　至　平成19年３月31日)及び

当連結会計年度(自　平成19年４月１日　至　平成20年３月31日)

本邦以外の国又は地域に所在する連結子会社及び重要な在外支店がないため該当事項はありません。

　

　

３　海外売上高

前連結会計年度(自　平成18年４月１日　至　平成19年３月31日)及び

当連結会計年度(自　平成19年４月１日　至　平成20年３月31日)

海外売上高がないため該当事項はありません。
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(リース取引関係)

　
前連結会計年度

(自　平成18年４月１日
至　平成19年３月31日)

当連結会計年度
(自　平成19年４月１日
至　平成20年３月31日)

１　リース物件の所有権が借主に移転すると認められる

もの以外のファイナンス・リース取引

　

１　リース物件の所有権が借主に移転すると認められる

もの以外のファイナンス・リース取引

　

①　リース物件の取得価額相当額、減価償却累計額相

当額及び期末残高相当額

　

①　リース物件の取得価額相当額、減価償却累計額相

当額及び期末残高相当額

　

　

　
取得価額
相当額
(千円)

　減価償却
累計額
相当額
(千円)

　
期末残高
相当額
(千円)

機械装置
　

16,309
　

1,845
　

14,463

その他
　

33,052
　

25,614
　

7,437

合計
　

49,361
　

27,459
　

21,901

　

　

　
取得価額
相当額
(千円)

　減価償却
累計額
相当額
(千円)

　
期末残高
相当額
(千円)

機械装置
　

16,309
　

4,174
　

12,134

その他
　

13,552
　

7,806
　

5,745

合計
　

29,861
　

11,981
　

17,879

　

②　未経過リース料期末残高相当額

１年内 6,568 千円

１年超 16,172 〃

合計 22,740 〃

　

②　未経過リース料期末残高相当額

１年内 4,432 千円

１年超 14,495 〃

合計 18,928 〃

　

③　支払リース料、減価償却費相当額及び支払利息相

当額

支払リース料 9,671 千円

減価償却費相当額 8,381 〃

支払利息相当額 1,288 〃

　

③　支払リース料、減価償却費相当額及び支払利息相

当額

支払リース料 5,488 千円

減価償却費相当額 4,580 〃

支払利息相当額 1,004 〃

　

④　減価償却費相当額の算定方法

リース期間を耐用年数とし、残存価額を零とする

定額法によっております。

　

④　減価償却費相当額の算定方法

同左

⑤　利息相当額の算定方法

リース料総額とリース物件の取得額相当額との差

額を利息相当額とし、各期への配分方法については、

利息法によっております。

⑤　利息相当額の算定方法

同左
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(有価証券関係)

Ⅰ　前連結会計年度

１　その他有価証券で時価のあるもの(平成19年３月31日)

　

　 種類
取得原価
(千円)

連結貸借対照表
計上額(千円)

差額
(千円)

連結貸借対照表計上額が
取得原価を超えるもの

(1) 株式 295,675 649,109 353,433

(2) 債券 ― ― ―

①　国債・地方債等 ― ― ―

②　社債 ― ― ―

③　その他 ― ― ―

(3) その他 ― ― ―

小計 295,675 649,109 353,433

連結貸借対照表計上額が
取得原価を超えないもの

(1) 株式 6,015 5,170 △845

(2) 債券 ― ― ―

①　国債・地方債等 ― ― ―

②　社債 ― ― ―

③　その他 ― ― ―

(3) その他 ― ― ―

小計 6,015 5,170 △845

合計 301,690 654,279 352,588

　

２　時価評価されていない主な有価証券の内容及び連結貸借対照表計上額(平成19年３月31日)

その他有価証券

非上場株式 25,546千円
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Ⅱ　当連結会計年度

１　その他有価証券で時価のあるもの(平成20年３月31日)

　

　 種類
取得原価
(千円)

連結貸借対照表
計上額(千円)

差額
(千円)

連結貸借対照表計上額が
取得原価を超えるもの

(1) 株式 143,484 290,478 146,994

(2) 債券 ― ― ―

①　国債・地方債等 ― ― ―

②　社債 ― ― ―

③　その他 ― ― ―

(3) その他 ― ― ―

小計 143,484 290,478 146,994

連結貸借対照表計上額が
取得原価を超えないもの

(1) 株式 158,206 135,326 △22,879

(2) 債券 ― ― ―

①　国債・地方債等 ― ― ―

②　社債 ― ― ―

③　その他 ― ― ―

(3) その他 ― ― ―

小計 158,206 135,326 △22,879

合計 301,690 425,804 124,114

　

２　時価評価されていない主な有価証券の内容及び連結貸借対照表計上額(平成20年３月31日)

その他有価証券

非上場株式 25,546千円
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関連当事者との取引、税効果会計、デリバディブ取引、退職給付、ストックオプション等、企業結合等

に関する注記事項については、決算短信における開示の必要性が大きくないと考えるため開示を省略して

おります。

　

　

(１株当たり情報)

　
前連結会計年度

(自　平成18年４月１日
至　平成19年３月31日)

当連結会計年度
(自　平成19年４月１日
至　平成20年３月31日)

１株当たり純資産額 163円55銭 １株当たり純資産額 142円50銭

１株当たり当期純損失金額 8円54銭 １株当たり当期純損失金額 9円96銭

(注)　１　潜在株式調整後１株当たり当期純利益金額については、潜在株式が存在しませんので記載しておりません。

２　算定上の基礎

　

　(1)　１株当たり純資産額

　

　
前連結会計年度

(平成19年３月31日)
当連結会計年度

(平成20年３月31日)

純資産の部の合計額(千円) 2,021,989 1,761,559

普通株式に係る期末純資産額(千円) 2,021,989 1,761,559

1株当たり純資産額の算定に用いられた普通株式の
数(千株)

12,363 12,361

　 　 　
(2)　１株当たり当期純損失金額 　 　
　 　 　

　
前連結会計年度

(自　平成18年４月１日
至　平成19年３月31日)

当連結会計年度
(自　平成19年４月１日
至　平成20年３月31日)

当期純損失(千円) 107,135 123,229

普通株主に帰属しない金額(千円) ― ―

普通株式に係る当期純損失(千円) 107,135 123,229

普通株式の期中平均株式数(千株) 12,540 12,362

　

　

(重要な後発事象)

　該当事項はありません。

　

　 北日本紡績㈱(3409)平成20年3月期決算短信



５　個別財務諸表

(1) 貸借対照表

　

　 　
前事業年度

(平成19年３月31日)

当事業年度

(平成20年３月31日)
対前年比

区分
注記

番号
金額(千円)

構成比

(％)
金額(千円)

構成比

(％)
増減(千円)

(資産の部) 　 　 　 　 　 　 　 　

Ⅰ　流動資産 　 　 　 　 　 　 　 　

　１　現金及び預金 　 　 149,244 　 　 137,102 　 △ 12,142

　２　受取手形 　 　 1,221 　 　 1,065 　 △ 155

　３　売掛金 　 　 215,175 　 　 175,790 　 △ 39,385

　４　製品 　 　 54,431 　 　 55,434 　 1,002

　５　原材料 　 　 15,080 　 　 39,098 　 24,017

　６　仕掛品 　 　 26,730 　 　 27,467 　 736

　７　貯蔵品 　 　 4,999 　 　 4,447 　 △ 552

　８　原材料等保証金 　 　 2,571 　 　 2,426 　 △ 144

　９　前払費用 　 　 ― 　 　 1,730 　 1,730

　10　未収入金 　 　 2,347 　 　 4,952 　 2,605

　11　未収消費税等 　 　 ― 　 　 1,828 　 1,828

　12　その他の流動資産 　 　 1,545 　 　 1,858 　 313

　　　流動資産合計 　 　 473,348 13.2 　 453,202 13.8 △ 20,145

Ⅱ　固定資産 　 　 　 　 　 　 　 　

　１　有形固定資産 ※１ 　 　 　 　 　 　 　

　　(1) 建物 　 1,904,333 　 　 1,938,593 　 　 　

　　　　減価償却累計額 　 874,556 1,029,777 　 922,365 1,016,227 　 △ 13,549

　　(2) 構築物 　 45,910 　 　 45,910 　 　 　

　　　　減価償却累計額 　 37,058 8,852 　 38,381 7,529 　 △ 1,322

　　(3) 機械装置 　 2,671,293 　 　 2,685,920 　 　 　

　　　　減価償却累計額 　 2,294,306 376,987 　 2,366,021 319,899 　 △ 57,088

　　(4) 車輛運搬具 　 7,839 　 　 6,688 　 　 　

　　　　減価償却累計額 　 4,907 2,931 　 4,628 2,060 　 △ 871

　　(5) 工具器具備品 　 92,899 　 　 94,175 　 　 　

　　　　減価償却累計額 　 84,029 8,869 　 86,484 7,690 　 △ 1,178

　　(6) 土地 ※１ 　 944,662 　 　 966,896 　 22,233

　　　　有形固定資産合計 　 　 2,372,081 66.1 　 2,320,304 70.5 △ 51,777

　２　無形固定資産 　 　 　 　 　 　 　 　

   （1）ソフトウエア 　 　 1,230 　 　 959 　 △ 271

　　(2) 電話加入権等 　 　 757 　 　 757 　 ―

　　　　無形固定資産合計 　 　 1,988 0.1 　 1,716 0.1 △ 271
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前事業年度

(平成19年３月31日)

当事業年度

(平成20年３月31日)
対前年比

区分
注記

番号
金額(千円)

構成比

(％)
金額(千円)

構成比

(％)
増減(千円)

　３　投資その他の資産 　 　 　 　 　 　 　 　

　　(1) 投資有価証券 ※１ 　 679,825 　 　 451,351 　 △ 228,474

　　(2) 関係会社長期貸付金 　 　 277,623 　 　 276,522 　 △ 1,100

　　(3) 敷金及び保証金 　 　 11,550 　 　 10,470 　 △ 1,080

　　(4) 長期前払費用 　 　 ― 　 　 2,979 　 2,979

　　(5) 貸倒引当金 　 　 △ 226,750 　 　 △ 223,700 　 3,050

　　　投資その他の資産合計 　 　 742,249 20.7 　 517,623 15.7 △ 224,626

　　　固定資産合計 　 　 3,116,319 86.8 　 2,839,644 86.2 △ 276,674

　　　資産合計 　 　 3,589,667 100.0 　 3,292,847 100.0 △ 296,820

(負債の部) 　 　 　 　 　 　 　 　

Ⅰ　流動負債 　 　 　 　 　 　 　 　

　１　支払手形 　 　 23,705 　 　 24,422 　 717

　２　買掛金 　 　 91,499 　 　 85,975 　 △ 5,524

　３　短期借入金 ※１ 　 543,000 　 　 603,000 　 60,000

　４　１年以内に返済する

　　　長期借入金
※１ 　 60,264 　 　 55,114 　 △ 5,150

　５　未払金 　 　 45,528 　 　 39,493 　 △ 6,034

　６　未払費用 　 　 4,804 　 　 4,493 　 △ 310

　７　未払法人税等 　 　 1,494 　 　 1,036 　 △ 458

　８　未払消費税等 　 　 11,027 　 　 ― 　 △ 11,027

　９　預り金 　 　 431 　 　 832 　 400

　10　賞与引当金 　 　 3,370 　 　 3,248 　 △ 121

　11　設備支払手形 　 　 4,359 　 　 1,250 　 △ 3,109

　12　その他の流動負債 　 　 195 　 　 ― 　 △ 195

　　　流動負債合計 　 　 789,680 22.0 　 818,866 24.9 29,185
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前事業年度

(平成19年３月31日)

当事業年度

(平成20年３月31日)
対前年比

区分
注記

番号
金額(千円)

構成比

(％)
金額(千円)

構成比

(％)
増減(千円)

Ⅱ　固定負債 　 　 　 　 　 　 　 　

　１　長期借入金 ※１ 　 96,666 　 　 128,216 　 31,550

　２　繰延税金負債 　 　 254,910 　 　 157,869 　 △ 97,040

　３　再評価に係る　

　　　繰延税金負債
　 　 327,789 　 　 327,789 　 ―

　４　退職給付引当金 　 　 15,250 　 　 15,380 　 130

　５　役員退職引当金 　 　 46,788 　 　 40,689 　 △ 6,099

　　　固定負債合計 　 　 741,405 20.7 　 669,944 20.3 △ 71,460

　　　負債合計 　 　 1,531,085 42.7 　 1,488,810 45.2 △ 42,275

(純資産の部) 　 　 　 　 　 　 　 　

Ⅰ　株主資本 　 　 　 　 　 　 　 　

　１　資本金 　 　 714,000 19.9 　 714,000 21.7 ―

  ２　資本剰余金 　 　 　 　 　 　 　 　

　　(1) 資本準備金 　 1,257 　 　 1,257 　 　 　

　　　　資本剰余金合計 　 　 1,257 0.0 　 1,257 0.0 ―

　３　利益剰余金 　 　 　 　 　 　 　 　

　　(1) 利益準備金 　 178,500 　 　 178,500 　 　 　

　　(2) その他利益剰余金 　 　 　 　 　 　 　 　

　　　　従業員保護資金 　 13,000 　 　 13,000 　 　 　

　　　　配当引当金 　 10,000 　 　 10,000 　 　 　

　　　　固定資産圧縮積立金 　 170,811 　 　 162,335 　 　 　

　　　　繰越利益剰余金 　 341,117 　 　 232,249 　 　 　

　　　　利益剰余金合計 　 　 713,429 19.9 　 596,084 18.1 △ 117,344

　４　自己株式 　 　 △ 51,809 △ 1.4 　 △ 51,925 △ 1.6 △ 116

　　　株主資本合計 　 　 1,376,877 38.4 　 1,259,416 38.2 △ 117,461

Ⅱ　評価・換算差額等 　 　 　 　 　 　 　 　

　１　その他有価証券評価

　　　差額金
　 　 211,553 5.9 　 74,468 2.3 △ 137,084

　２　土地再評価差額金 　 　 470,150 13.1 　 470,150 14.3 ―

　　　評価・換算差額等合計 　 　 681,703 19.0 　 544,619 16.5 △ 137,084

　　　純資産合計 　 　 2,058,581 57.3 　 1,804,036 54.8 △ 254,545

　　　負債純資産合計 　 　 3,589,667 100.0 　 3,292,847 100.0 △ 296,820
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(2) 損益計算書

　

　 　

前事業年度

(自　平成18年４月１日

　至　平成19年３月31日)

当事業年度

(自　平成19年４月１日

　至　平成20年３月31日)

対前年比

区分
注記

番号
金額(千円)

百分比

(％)
金額(千円)

百分比

(％)
増減(千円)

Ⅰ　売上高 　 　 　 　 　 　 　 　

　１　売上高 　 　 1,632,716 100.0 　 1,579,040 100.0 △ 53,675

Ⅱ　売上原価 　 　 　 　 　 　 　 　

　１　製品期首棚卸高 　 48,785 　 　 54,431 　 　 　

　２　当期製品製造加工原価 　 1,562,838 　 　 1,520,872 　 　 　

　　　合計 　 1,611,624 　 　 1,575,304 　 　 　

　３　製品期末棚卸高 　 54,431 1,557,192 95.4 55,434 1,519,870 96.3 △ 37,322

　　　売上総利益 　 　 75,523 4.6 　 59,170 3.7 △ 16,353

Ⅲ　販売費及び一般管理費 ※１ 　 　 　 　 　 　 　

　１　発送運賃及び保管料 　 43,459 　 　 45,456 　 　 　

　２　役員報酬 　 25,009 　 　 25,609 　 　 　

　３　給料手当 　 2,793 　 　 8,928 　 　 　

　４　固定資産税 　 1,487 　 　 1,514 　 　 　

　５　減価償却費 　 2,863 　 　 5,713 　 　 　

　６　外注委託費 　 57,513 　 　 50,178 　 　 　

　７　旅費交通費 　 4,035 　 　 3,736 　 　 　

　８　その他 　 51,691 188,853 11.6 50,992 192,129 12.2 3,275

　　　営業損失 　 　 113,329 △ 6.9 　 132,958 △ 8.4 19,628

Ⅳ　営業外収益 　 　 　 　 　 　 　 　

　１　受取利息 ※２ 3,703 　 　 3,303 　 　 　

　２　受取配当金 　 7,150 　 　 9,162 　 　 　

　３　不動産収益 　 7,316 　 　 9,603 　 　 　

　４　雑益 　 6,598 24,769 1.5 7,187 29,256 1.9 4,487

Ⅴ　営業外費用 　 　 　 　 　 　 　 　

　１　支払利息 　 16,400 　 　 22,208 　 　 　

　２　製品不良等補償金 　 1,521 　 　 1,116 　 　 　

　３　雑損 　 5,522 23,444 1.4 3,684 27,009 1.7 3,565

　　　経常損失 　 　 112,004 △ 6.9 　 130,711 △ 8.3 18,707
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前事業年度

(自　平成18年４月１日

　至　平成19年３月31日)

当事業年度

(自　平成19年４月１日

　至　平成20年３月31日)

対前年比

区分
注記

番号
金額(千円)

百分比

(％)
金額(千円)

百分比

(％)
増減(千円)

Ⅵ　特別利益 　 　 　 　 　 　 　 　

　１　役員退職引当金取崩 　 ― 　 　 6,099 　 　 　

　２　貸倒引当金戻入益 　 44,346 44,346 2.7 1,970 8,069 0.5 △ 36,276

Ⅶ　特別損失 　 　 　 　 　 　 　 　

　１　投資有価証券評価損 　 49,016 　 　 ― 　 　 　

　２　固定資産処分損 　 ― 49,016 3.0 57 57 0.0 △ 48,958

　　　税引前当期純損失 　 　 116,674 △ 7.1 　 122,699 △ 7.8 6,024

　　　法人税、住民税

　　　及び事業税
　 290 　 　 296 　 　 　

　　　法人税等調整額 　 △ 5,790 △ 5,500 0.3 △ 5,651 △ 5,354 △ 0.3 146

　　　当期純損失 　 　 111,173 △ 6.8 　 117,344 △ 7.4 6,171
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(3) 株主資本等変動計算書

前事業年度(自　平成18年４月１日　至　平成19年３月31日)

　

　

株主資本

資本金
資本剰余金

資本準備金 資本剰余金合計

平成18年３月31日残高(千円) 714,000 1,257 1,257

事業年度中の変動額 　 　 　

　固定資産圧縮積立金の取崩(注) 　 　 　

  固定資産圧縮積立金の取崩 　 　 　

　当期純損失 　 　 　

　自己株式の取得 　 　 　

　株主資本以外の項目の
　事業年度中の変動額(純額)

　 　 　

事業年度中の変動額合計(千円) ― ― ―

平成19年３月31日残高(千円) 714,000 1,257 1,257

　

　

株主資本

利益剰余金

自己株式 株主資本合計
利益準備金

その他利益剰余金
利益剰余金

　
合計

従業員
配当引当金

固定資産 繰越利益

保護資金 圧縮積立金 剰余金

平成18年３月31日残高(千円) 178,500 13,000 10,000 188,388 434,714 824,603 △ 1,853 1,538,007

事業年度中の変動額 　 　 　 　 　 　 　 　

　固定資産圧縮積立金の取崩
(注)

　 　 　 △ 8,890 8,890 ― 　 ―

  固定資産圧縮積立金の取崩 　 　 　 △ 8,686 8,686 　 　 　

　当期純損失 　 　 　 　 △ 111,173 △ 111,173 　 △ 111,173

　自己株式の取得 　 　 　 　 　 　 △ 49,955 △ 49,955

　株主資本以外の項目の
　事業年度中の変動額(純額)

　 　 　 　 　 　 　 　

事業年度中の変動額合計(千円) ― ― ― △ 17,576 △ 93,597 △ 111,173 △ 49,955 △ 161,129

平成19年３月31日残高(千円) 178,500 13,000 10,000 170,811 341,117 713,429 △ 51,809 1,376,877

　

　

評価・換算差額等

純資産合計その他
有価証券
評価差額金

土地再評価
差額金

評価・換算
差額等合計

平成18年３月31日残高(千円) 312,591 470,150 782,741 2,320,749

事業年度中の変動額 　 　 　 　

　固定資産圧縮積立金の取崩(注) 　 　 　 ―

  固定資産圧縮積立金の取崩 　 　 　 　

　当期純損失 　 　 　 △ 111,173

　自己株式の取得 　 　 　 △ 49,955

　株主資本以外の項目の
　事業年度中の変動額(純額)

△ 101,037 　 △ 101,037 △ 101,037

事業年度中の変動額合計(千円) △ 101,037 ― △ 101,037 △ 262,167

平成19年３月31日残高(千円) 211,553 470,150 681,703 2,058,581

(注)平成18年６月の定時株主総会における利益処分項目であります。
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当事業年度(自　平成19年４月１日　至　平成20年３月31日)

　

　

株主資本

資本金
資本剰余金

資本準備金 資本剰余金合計

平成19年３月31日残高(千円) 714,000 1,257 1,257

事業年度中の変動額 　 　 　

  固定資産圧縮積立金の取崩 　 　 　

　当期純損失 　 　 　

　自己株式の取得 　 　 　

　株主資本以外の項目の
　事業年度中の変動額(純額)

　 　 　

事業年度中の変動額合計(千円) ― ― ―

平成20年３月31日残高(千円) 714,000 1,257 1,257

　

　

株主資本

利益剰余金

自己株式 株主資本合計
利益準備金

その他利益剰余金
利益剰余金

　
合計

従業員
配当引当金

固定資産 繰越利益

保護資金 圧縮積立金 剰余金

平成19年３月31日残高(千円) 178,500 13,000 10,000 170,811 341,117 713,429 △ 51,809 1,376,877

事業年度中の変動額 　 　 　 　 　 　 　 　

  固定資産圧縮積立金の取崩 　 　 　 △ 8,476 8,476 ― 　 ―

　当期純損失 　 　 　 　 △ 117,344 △ 117,344 　 △ 117,344

　自己株式の取得 　 　 　 　 　 　 △ 116 △ 116

　株主資本以外の項目の
　事業年度中の変動額(純額)

　 　 　 　 　 　 　 　

事業年度中の変動額合計(千
円)

― ― ― △ 8,476 △ 108,868 △ 117,344 △ 116 △ 117,461

平成20年３月31日残高(千円) 178,500 13,000 10,000 162,335 232,249 596,084 △ 51,925 1,259,416

　

　

評価・換算差額等

純資産合計その他
有価証券
評価差額金

土地再評価
差額金

評価・換算
差額等合計

平成19年３月31日残高(千円) 211,553 470,150 681,703 2,058,581

事業年度中の変動額 　 　 　 　

  固定資産圧縮積立金の取崩 　 　 　 　

　当期純損失 　 　 　 △ 117,344

　自己株式の取得 　 　 　 △ 116

　株主資本以外の項目の
　事業年度中の変動額(純額)

△ 137,084 　 △ 137,084 △ 137,084

事業年度中の変動額合計(千円) △ 137,084 ― △ 137,084 △ 254,545

平成20年３月31日残高(千円) 74,468 470,150 544,619 1,804,036
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(4)継続企業の前提に重要な疑義を抱かせる事象又は状況

前事業年度

(自　平成18年４月１日
  至　平成19年３月31日)

　
当事業年度

(自　平成19年４月１日
  至　平成20年３月31日)

　

――――――

　
　
　
　
　

当社は継続的に営業損失を計上し、当事業年度におい

ても132,958千円の営業損失を計上しております。また、

営業キャッシュ・フローも前事業年度に引き続き２期連

続のマイナスとなっております。こうした状況から当社

には継続企業の前提に関する重要な疑義が存在しており

ます。

　当社と致しましては、アラミド糸やポリエステル複合

特化糸の開発・生産に注力し、不採算商品を縮小するこ

とにより高付加価値糸の生産比率を高めるとともに、生

産体制の見直し、不必要な資産の売却等を検討し固定費

の削減に努めることにより企業の収益力を強化し、業績

回復を図ってまいります。

　財務諸表は継続企業を前提として作成されており、上

記のような重要な疑義の影響を財務諸表には反映してお

りません。
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(5) 重要な会計方針

　

　
前事業年度

(自　平成18年４月１日
至　平成19年３月31日)

当事業年度
(自　平成19年４月１日
至　平成20年３月31日)

１　有価証券の評価基準及び
評価方法

(1) 子会社株式及び関連会社株式
…移動平均法による原価法によ
っております。

(1) 子会社株式及び関連会社株式
同左

　 (2) その他有価証券
①　時価のあるもの

…期末日の市場価格等に基づく
時価法(評価差額は全部純資産直
入法により処理し、売却原価は
移動平均法により算定)によって
おります。

(2) その他有価証券
①　時価のあるもの

同左

　 ②　時価のないもの
…移動平均法による原価法によ
っております。

②　時価のないもの
同左

２　棚卸資産の評価基準及び
評価方法

製品 月次総平均法による原価法を
採用しております。

原材料 〃
仕掛品 〃
貯蔵品 移動平均法による原価法を採

用しております。

製品 同左
　

原材料 同左
仕掛品 同左
貯蔵品 同左

　

３　固定資産の減価償却の方
法

(1) 有形固定資産
松任工場は、定額法、その他は定

率法によっております。
なお、主な耐用年数は以下のとお

りであります。

(1) 有形固定資産
松任工場は、定額法、その他は定

率法によっております。
なお、主な耐用年数は以下のとお

りであります。

　 建物 ８～60年
構築物 10～60年
機械装置 ５～10年
車輛運搬具 ４～10年

建物 ８～60年
構築物 10～60年
機械装置 ５～10年
車輛運搬具 ４～10年

　(会計方針の変更）
法人税法の改正((所得税法等の一

部を改正する法律　平成19年３月30
日　法律第６号）及び（法人税法施
行令の一部を改正する政令　平成19
年３月30日　政令第83号))に伴い、
平成19年４月１日以降に取得したも
のについては、改正後の法人税法に
基づく減価償却の方法に変更してお
ります。

なお、これによる当事業年度の損
益に与える影響は軽微であります。

　(追加情報）
なお、平成19年３月31日以前に取

得したものについては、償却可能限
度額まで償却が終了した翌年から取
得価額の５％相当額と備忘価額との
差額を５年間で均等償却しておりま
す。

当該変更に伴い売上総利益が
20,719千円減少し、営業損失、経常
損失、税引前当期純損失が20,730千
円それぞれ増加しております。

　 (2) 無形固定資産
定額法を採用しております。

　なお、自社利用のソフトウエアに
ついては、社内における利用可能期
間(５年)に基づいております。

(2) 無形固定資産

　　　同左
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前事業年度

(自　平成18年４月１日
至　平成19年３月31日)

当事業年度
(自　平成19年４月１日
至　平成20年３月31日)

４　引当金の計上基準 (1) 貸倒引当金
期末現在の売掛債権その他の債権

額に対し、債権内容その他相手先の
財政状態等により、合理的に見積も
った額を計上しております。

(1) 貸倒引当金
同左

　 (2) 賞与引当金
従業員賞与の支払に充てるため支

給見込額に基づき計上しておりま
す。

(2) 賞与引当金
同左

　 (3) 退職給付引当金
従業員の退職給付に備えるため、

当事業年度末における退職給付債務
の見込額を計上しております。

(3) 退職給付引当金
同左

　 (4) 役員退職引当金

役員の退職金の支出に備えるた

め、内規に基づく支給額を計上して

おりますが、平成14年度より繰入に

ついては凍結しております。

(4) 役員退職引当金

　　同左

５　リース取引の処理方法 リース物件の所有権が借主に移転す

ると認められるもの以外のファイナン

ス・リース取引については、通常の賃

貸借取引に係る方法に準じた会計処理

によっております。

同左

６　その他財務諸表作成のた

めの基本となる重要な事

項

(1) 消費税等の会計処理

消費税等の会計処理方法は税抜方

式によっております。

(1) 消費税等の会計処理

同左
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(6) 重要な会計方針の変更

前事業年度

(自　平成18年４月１日

　至　平成19年３月31日)

当事業年度

(自　平成19年４月１日

　至　平成20年３月31日)

(貸借対照表の純資産の部の表示に関する会計基準等)

当事業年度から「貸借対照表の純資産の部の表示に関

する会計基準」（企業会計基準委員会平成17年12月９

日　企業会計基準第５号)及び「貸借対照表の純資産

の部の表示に関する会計基準等の適用指針」(企業会

計基準委員会平成17年12月９日　企業会計基準適用指

針第８号)を適用しております。

　これによる損益に与える影響はありません。

　なお、従来の「資本の部」の合計に相当する金額

は、2,058,581千円であります。

　財務諸表等規則の改正により、当事業年度における

財務諸表は、改正後の財務諸表等規則により作成して

おります。

　　

――――――
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(7) 個別財務諸表に関する注記事項

(貸借対照表関係)

　
前事業年度

(平成19年３月31日)
当事業年度

(平成20年３月31日)

※１　有形固定資産及び有価証券の担保提供の状況

担保差入資産
金額
(千円)

担保に供している
債務(千円)

投資有価証券 311,200 １年以内に返済
する長期借入金　 　

建物 798,232 60,264
　 　 長期借入金
土地 769,422 96,666
　 　 短期借入金
　 　 543,000

計 1,878,855 699,930
　

※１　有形固定資産及び有価証券の担保提供の状況

担保差入資産
金額
(千円)

担保に供している
債務(千円)

投資有価証券 188,800 １年以内に返済
する長期借入金　 　

建物 765,143 55,114
　 　 長期借入金
土地 769,422 128,216
　 　 短期借入金
　 　 603,000

計 1,723,366 786,330
　
　

２　土地の再評価に関する法律(平成10年３月31日公布法

律第34号)に基づき、事業用土地の再評価を行い、当該評

価差額にかかる税金相当額を「再評価に係る繰延金負債」

として負債の部に計上し、これを控除した金額を「土地

再評価差額金」として純資産の部に計上しております。

・再評価の方法

…土地の再評価に関する法律施行令(平成10年３月31

日公布政令第119号)第２条第３号に定める地方税法

第341条第10号の土地課税台帳に登録されている価額

及び同第２条第４号に定める地方税法第16条に規定

する地価税の課税価格の計算の基礎となる土地の価

額を算定するために国税庁長官が定めて公布した方

法により算定した価額に合理的な調整を行って算定

しております。

　

・再評価を行った年月日

…平成12年３月31日

・再評価を行った土地の当期末における時価と再評価

後の帳簿価額との差額

…△141,167千円

２　土地の再評価に関する法律(平成10年３月31日公布法

律第34号)に基づき、事業用土地の再評価を行い、当該評

価差額にかかる税金相当額を「再評価に係る繰延金負債」

として負債の部に計上し、これを控除した金額を「土地

再評価差額金」として純資産の部に計上しております。

・再評価の方法

…土地の再評価に関する法律施行令(平成10年３月31

日公布政令第119号)第２条第３号に定める地方税法

第341条第10号の土地課税台帳に登録されている価額

及び同第２条第４号に定める地方税法第16条に規定

する地価税の課税価格の計算の基礎となる土地の価

額を算定するために国税庁長官が定めて公布した方

法により算定した価額に合理的な調整を行って算定

しております。

　

・再評価を行った年月日

…平成12年３月31日

・再評価を行った土地の当期末における時価と再評価

後の帳簿価額との差額

…△152,616千円

　

　

(損益計算書関係)

　
前事業年度

(自　平成18年４月１日
至　平成19年３月31日)

当事業年度
(自　平成19年４月１日
至　平成20年３月31日)

※１　一般管理費に含まれる研究開発費は25,407千円で

あります。

　

※１　一般管理費に含まれる研究開発費は20,250千円で

あります。

　

※２　このうち関係会社に対する受取利息3,617千円が含

まれております。

※２　このうち関係会社に対する受取利息3,007千円が含

まれております。
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(株主資本等変動計算書関係)

前事業年度(自　平成18年４月１日　至　平成19年３月31日）

１　自己株式に関する事項

　 前事業年度末 当事業年度 当事業年度 当事業年度末

　 株式数(千株) 増加株式数(千株) 減少株式数(千株) 株式数

自己株式 　 　 　 　

普通株式 16 531 ― 547

　　　　合計 16 531 ― 547
　

　(注)普通株式の自己株式の株式数の増加531千株は、単元未満株式の買取りによる増加１千株と子会社から

の買取りによる増加529千株であります。　

　

　

当事業年度(自　平成19年４月１日　至　平成20年３月31日）

１　自己株式に関する事項

　 前事業年度末 当事業年度 当事業年度 当事業年度末

　 株式数(千株) 増加株式数(千株) 減少株式数(千株) 株式数

自己株式 　 　 　 　

普通株式 547 1 ― 549

　　　　合計 547 1 ― 549
　

　(注)普通株式の自己株式の株式数の増加１千株は、単元未満株式の買取によるものであります。
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(リース取引関係)

　
前事業年度

(自　平成18年４月１日
至　平成19年３月31日)

当事業年度
(自　平成19年４月１日
至　平成20年３月31日)

リース物件の所有権が借主に移転すると認められるも

の以外のファイナンス・リース取引

　

①　リース物件の取得価額相当額、減価償却累計額相当

額及び期末残高相当額
　

リース物件の所有権が借主に移転すると認められるも

の以外のファイナンス・リース取引

　

①　リース物件の取得価額相当額、減価償却累計額相当

額及び期末残高相当額
　

　
取得価額
相当額
(千円)

　

減価償却
累計額
相当額
(千円)

　
期末残高
相当額
(千円)

機械及び装置 16,309 　 1,845 　 14,463

その他 33,052 　 25,614 　 7,437

合計 49,361 　 27,459 　 21,901
　

　
取得価額
相当額
(千円)

　

減価償却
累計額
相当額
(千円)

　
期末残高
相当額
(千円)

機械及び装置 16,309 　 4,174 　 12,134

その他 13,552 　 7,806 　 5,745

合計 29,861 　 11,981 　 17,879
　

②　未経過リース料期末残高相当額

１年内 6,568　千円

１年超 16,172　 〃

合計 22,740 　〃
　

②　未経過リース料期末残高相当額

１年内 4,432 千円

１年超 14,495  〃

合計 18,928  〃
　

③　当期の支払リース料、減価償却費相当額及び支払利

息相当額

支払リース料 9,671　千円

減価償却費相当額 　8,381　  〃

支払利息相当額 1,288　　〃
　

③　当期の支払リース料、減価償却費相当額及び支払利

息相当額

支払リース料 　5,488　千円

減価償却費相当額 　4,580　　〃

支払利息相当額 1,004　　〃
　

④　減価償却費相当額の算定方法

　リース期間を耐用年数とし、残存価額を零とする定

額法によっております。
　

④　減価償却費相当額の算定方法

　同左
　

⑤　利息相当額の算定方法

　リース料総額とリース物件の取得価額相当額との差

額を利息相当額とし、各期への配分方法については、

利息法によっております。
　

⑤　利息相当額の算定方法

　同左
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(１株当たり情報)

　
前事業年度

(自　平成18年４月１日
至　平成19年３月31日)

当事業年度
(自　平成19年４月１日
至　平成20年３月31日)

１株当たり純資産額 166円51銭 １株当たり純資産額 145円94銭

１株当たり当期純損失金額 8円80銭 １株当たり当期純損失金額 9円49銭

(注) １　潜在株式調整後１株当たり当期純利益金額については、潜在株式がないため記載しておりません。

２　算定上の基礎

　(1) １株当たり純資産額

　

　
前事業年度

(平成19年３月31日)
当事業年度

(平成20年３月31日)

貸借対照表の純資産の部の合計額(千円) 2,058,581 1,804,036

普通株式に係る期末純資産額(千円) 2,058,581 1,804,036

１株当たり純資産額の算定に用いられた普通株式
の数(千株)

12,363 12,361

　 　 　
(2)　１株当たり当期純損失金額 　 　
　 　 　

　
前事業年度

(自　平成18年４月１日
至　平成19年３月31日)

当事業年度
(自　平成19年４月１日
至　平成20年３月31日)

当期純損失(千円) 111,173 117,344

普通株主に帰属しない金額(千円) ― ―

普通株式に係る当期純損失(千円) 111,173 117,344

普通株式の期中平均株式数(千株) 12,628 12,362

　

(重要な後発事象)

　該当事項はありません。
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６　その他

(1) 役員の異動

①代表者の異動

　　　該当事項はありません。

　

②その他役員の異動(平成20年６月27日付予定)

   １．新任監査役候補

         監査役　　　　　松栄　裕希　(現　㈱北國銀行　常務取締役)

         監査役　　　　　中山　博之　(現　弁護士)　

 　２．退任予定監査役

         監査役　　　　　長森　正弘　(現　石川商事㈱　代表取締役社長)

         監査役　　　　　松村　俊一　(現　松村物産㈱　代表取締役社長)

 　３．辞任予定取締役

         辞任する取締役　取締役相談役　直山　楢一

         辞任年月日　　　平成20年６月27日の予定

         辞任の理由　　　本人の一身上の都合による

　　　　 

(2) その他

該当事項はありません。
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